
 

 

 

＜仮説１に関わって＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童の実態に応じた手立て例＞R4・R5 

見通しをもたせる手立て ①１時間の学習の流れの掲示  
②単元の学習の流れの掲示  
③１年間の行事・活動の掲示（取り組み成果の掲示含） 

教材・教具の工夫 ④こえのものさし  
⑤児童の注目を手助けする枠  
⑥複数の気持ちカードの組み合わせ  
⑦ほめ言葉集  
⑧ゲーム性のある教具 

ICT の活用 ⑨スクリーンレコーダーの活用（ノートを書く手助け）  
⑩ドキュメントで文章づくり 

 

  

 

 

 

 

 

② 児童の実態に応じた手立ての工夫 

① ② ④ ③ 

① 個別の指導計画に基づいた授業づくり・課題設定 

個に応じた適切な課題設定を行うために、個別の指導計画に基づいた授業づくりをすすめます。ま

た、教師が個別の課題をおさえつつ、子どもが主体的に課題を選択することも取り入れていきたいと

考えています。 

個別の指導計画 

  コーディネ

ーターとの連携 

あゆみ 

  コ

ーディ

ネータ

ーとの

連携 

 

 また、個別の指導計画とあゆみの形式を整合させることで、指導と

評価の一体化を図り、更に保護者との共通理解もすすめていきます。 

 

授業 保護者と 
共有 

４ 特別支援部会「仮説①」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③生活に必要な力（本時で身につけさせたい力）の明確化 

 

⑦ 
⑥ 

⑤ 

⑩ 

⑨ 

⑧ 

今年度も、実践を積む中で多くの手立て例を蓄積し、日々の学習活動に活

かしていきます。 

【教科の学習】では、教科書に示されている教科の目標と

は別に、児童の実態に合わせた個別の目標（教科）を設定。 

さらに、【教科の学習】でも自立活動の要素を授業に取り入れた授業づくりをしていきます。 

（仮説２の内容と重なる部分が多くなると予想しています。） 

⇒６項目２７区分を記載する。 


